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表紙

連 結 持 分 変 動 計 算 書
連 結 注 記 表
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表

（自 2022年１月１日  至 2022年12月31日）

上記事項につきましては、法令及び当社定款第18条の規定に基づき、書
面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項
記載書面）への記載を省略しております。

第12回定時株主総会の招集に際しての
電子提供措置事項

株式会社ヘリオス
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連結持分変動計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る 持 分

資 本 金 資 本 剰 余 金 自 己 株 式

そ の 他 の 資 本 の 構 成 要 素
そ の 他 の 包 括
利 益 を 通 じ て
公正価値で測定
す る 金 融 資 産

在 外 営 業
活 動 体 の
換 算 差 額

2022年１月１日時点の残高 6,179 6,569 △1 △1,426 9
当 期 損 失 （ △ ） － － － － －
そ の 他 の 包 括 利 益 － － － △1,616 54

当 期 包 括 利 益 合 計 － － － △1,616 54
減 資 △2,736 2,736 － － －
欠 損 填 補 － △5,473 － － －
新 株 の 発 行 50 46 － － －
新株の発行（新株予約権の行使） 1,074 1,063 － － －
新 株 予 約 権 の 失 効 － △3 － － －
非 支 配 持 分 に 対 す る 配 当 金 － － － － －
株 式 に 基 づ く 報 酬 取 引 － 242 － － －

所 有 者 と の 取 引 額 等 合 計 △1,613 △1,388 － － －
2022年12月31日時点の残高 4,566 5,182 △1 △3,042 63

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る 持 分

非 支 配 持 分 合 計
そ の 他 の
資 本 の
構 成 要 素 利 益 剰 余 金 合 計

合 計
2022年１月１日時点の残高 △1,417 △2,692 8,639 6 8,645

当 期 損 失 （ △ ） － △5,169 △5,169 △1 △5,170
そ の 他 の 包 括 利 益 △1,562 － △1,562 － △1,562

当 期 包 括 利 益 合 計 △1,562 △5,169 △6,731 △1 △6,732
減 資 － － － － －
欠 損 填 補 － 5,473 － － －
新 株 の 発 行 － － 96 － 96
新株の発行（新株予約権の行使） － － 2,137 － 2,137
新 株 予 約 権 の 失 効 － 3 － － －
非 支 配 持 分 に 対 す る 配 当 金 － － － △6 △6
株 式 に 基 づ く 報 酬 取 引 － － 242 － 242

所 有 者 と の 取 引 額 等 合 計 － 5,475 2,475 △6 2,469
2022年12月31日時点の残高 △2,979 △2,386 4,382 0 4,382

連結持分変動計算書

（単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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連結注記表

連結注記表
１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

⑴　連結計算書類の作成基準
　当社及びその子会社（以下「当社グループ」という。）の連結計算書類は、会社計
算規則第120条第１項の規定により、国際会計基準（以下「IFRS」という。）に準拠
して作成しております。なお、同項後段の規定により、IFRSで求められる開示項目の
一部を省略しております。

⑵　連結の範囲に関する事項
連結子会社の数　　　　５社
連結子会社の名称　　　Healios NA, Inc.

株式会社器官原基創生研究所
Saisei Ventures LLC
Saisei Capital Ltd.
Saisei Bioventures, L.P.

⑶　持分法の適用に関する事項
持分法適用会社の数　　１社
持分法適用会社の名称　株式会社サイレジェン

⑷　会計方針に関する事項
①　金融商品の評価基準及び評価方法
（ⅰ）金融資産

(a) 当初認識及び測定
　当社グループは、金融資産について、純損益又はその他の包括利益を通じて
公正価値で測定する金融資産、償却原価で測定する金融資産に分類しておりま
す。この分類は、当初認識時に決定しております。
　当社グループは、金融資産のうち、営業債権及びその他の債権は、これらの
発生日に当初認識しております。その他の金融資産は、当該金融資産に関する
契約の当事者となった取引日に当該金融商品を認識しております。
　すべての金融資産は、純損益を通じて公正価値で測定される区分に分類され
る場合を除き、公正価値に取引費用を加算した金額で測定しております。ただ
し、重大な金融要素を含まない営業債権は、取引価格で測定しております。
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連結注記表

　金融資産は、以下の要件をともに満たす場合には、償却原価で測定する金融
資産に分類しております。

・契約上のキャッシュ・フローを回収するために資産を保有することを目的
とする事業モデルに基づいて、資産が保有されている。

・金融資産の契約条件により、元本及び元本残高に対する利息の支払のみで
あるキャッシュ・フローが特定の日に生じる。

　償却原価で測定する金融資産以外の金融資産は、公正価値で測定する金融資
産に分類しております。
　公正価値で測定する資本性金融資産については、純損益を通じて公正価値で
測定しなければならない売買目的で保有される資本性金融資産を除き、個々の
資本性金融資産ごとに、純損益を通じて公正価値で測定するか、その他の包括
利益を通じて公正価値で測定するかを指定し、当該指定を継続的に適用してお
ります。

(b) 事後測定
　金融資産の当初認識後の測定は、その分類に応じて以下のとおり測定してお
ります。
（イ）償却原価により測定する金融資産

　償却原価により測定する金融資産については、実効金利法による償却原
価により測定しております。

（ロ）公正価値により測定する金融資産
　公正価値により測定する金融資産の公正価値の変動額は純損益として認
識しております。
　ただし、資本性金融資産のうち、その他の包括利益を通じて公正価値で
測定すると指定したものについては、公正価値の変動額はその他の包括利
益として認識しております。その他の包括利益として認識した金額は、認
識を中止した場合、もしくは公正価値が著しく減少した場合にその累計額
を利益剰余金に振替えており、純損益には振替えておりません。なお、当
該金融資産からの配当金については、金融収益の一部として当期の純損益
として認識しております。

(c) 金融資産の認識の中止
　当社グループは、金融資産からのキャッシュ・フローに対する契約上の権利
が消滅する、又は当社グループが金融資産の所有のリスクと経済価値のほとん
どすべてを移転する場合において、金融資産の認識を中止しております。

－ 3 －



2023/03/03 13:39:55 / 22941647_株式会社ヘリオス_招集通知

連結注記表

(d) 金融資産の減損
　償却原価により測定する金融資産については、予想信用損失に対する貸倒引
当金を認識しております。
　当社グループは、期末日ごとに各金融資産に係る信用リスクが当初認識時点
から著しく増加しているかどうかを評価しており、当初認識時点から信用リス
クが著しく増加していない場合には、12ヶ月の予想信用損失を貸倒引当金と
して認識しております。一方で、当初認識時点から信用リスクが著しく増加し
ている場合には、全期間の予想信用損失と等しい金額を貸倒引当金として認識
しております。
　契約上の支払の期日経過が30日超である場合には、原則として信用リスク
の著しい増大があったものとしております。
　なお、金融資産に係る信用リスクが期末日現在で低いと判断される場合に
は、当該金融資産に係る信用リスクが当初認識以降に著しく増大していないと
評価しております。
　ただし、重大な金融要素を含んでいない営業債権については、信用リスクの
当初認識時点からの著しい増加の有無にかかわらず、常に全期間の予想信用損
失と等しい金額で貸倒引当金を認識しております。
　予想信用損失は、契約に従って企業に支払われるべきすべての契約上のキャ
ッシュ・フローと、企業が受け取ると見込んでいるすべてのキャッシュ・フロ
ーとの差額の現在価値として測定しております。
　金融資産に係る貸倒引当金の繰入額は、純損益で認識しております。貸倒引
当金を減額する事象が生じた場合は、貸倒引当金戻入額を純損益で認識してお
ります。

（ⅱ）金融負債
(a) 当初認識及び測定

　当社グループは、金融負債について、純損益を通じて公正価値で測定する金
融負債と償却原価で測定する金融負債のいずれかに分類しております。この分
類は、当初認識時に決定しております。
　当社グループは、発行した負債証券を、その発行日に当初認識しておりま
す。その他の金融負債は、全て、当該金融商品の契約の当事者になる取引日に
当初認識しております。
　すべての金融負債は公正価値で当初測定しておりますが、償却原価で測定す
る金融負債については、直接帰属する取引費用を控除した金額で測定しており
ます。
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連結注記表

(b) 事後測定
　金融負債の当初認識後の測定は、その分類に応じて以下のとおり測定してお
ります。
（イ）純損益を通じて公正価値で測定する金融負債

　純損益を通じて公正価値で測定する金融負債については、当初認識後公
正価値で測定し、その変動については当期の純損益として認識しておりま
す。

（ロ）償却原価で測定する金融負債
　償却原価で測定する金融負債については、当初認識後実効金利法による
償却原価で測定しております。
　実効金利法による償却及び認識が中止された場合の利得及び損失につい
ては、金融費用の一部として当期の純損益として認識しております。

(c) 金融負債の認識の中止
　当社グループは、金融負債が消滅したとき、すなわち、契約中に特定された
債務が免責、取消し、又は失効となった時に、金融負債の認識を中止しており
ます。

（ⅲ）デリバティブ
　デリバティブは、契約が締結された時点の公正価値で当初認識され、その後も
公正価値で再測定しております。公正価値の変動は純損益を通じて認識しており
ます。
　主契約である非デリバティブ金融商品に組み込まれているデリバティブ（組込
デリバティブ）は、組込デリバティブの区分処理の要件を満たす場合には、組込
デリバティブを主契約から分離して独立したデリバティブとして会計処理してお
ります。

（ⅳ）複合金融商品
　当社グループは、新株予約権付社債の発行による収入を、発行条件に基づき負
債部分と資本部分に分類しております。発行した新株予約権付社債の分類が負債
部分と資本部分の両方を含む場合には、負債部分を資本への転換オプションがな
い類似の負債の公正価値により測定し、当初認識しております。資本部分は、当
該複合金融商品全体の公正価値から負債部分の公正価値を控除した金額で測定
し、当初認識しております。直接取引コストは負債部分と資本部分の当初の帳簿
価額の比率に応じて配分しております。
　当初認識後は、複合金融商品の負債部分は実効金利法を用いた償却原価により
測定しております。複合金融商品の資本部分については、当初認識後の再測定は
行っておりません。
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連結注記表

（ⅴ）当初認識時の公正価値と取引価格の差額
　金融商品の取引価格が取引開始時の公正価値と異なり、その公正価値が同一の
資産又は負債についての活発な市場における相場価格の証拠がある場合、又は観
察可能な市場からのデータのみを用いた評価技法に基づいている場合には取引価
格と公正価値の差額を純損益に認識しております。公正価値が観察不能なインプ
ットを用いて算定されている場合には取引価格と公正価値の差額は繰り延べら
れ、インプットが観測できるようになったとき、又は当該金融商品の認識を中止
したときにのみ純損益に認識しております。

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
（ⅰ）有形固定資産

　有形固定資産については、原価モデルを採用し、取得原価から減価償却累計額
及び減損損失累計額を控除した価額で表示しております。
　取得原価には、資産の取得に直接関連する費用及び解体・除去費用が含まれて
おります。土地及び建設仮勘定以外の各資産の減価償却費は、それぞれの見積耐
用年数にわたり、定額法で計上されております。主要な資産項目ごとの見積耐用
年数は以下のとおりであります。

・建物及び構築物　　　　　８年～18年
・工具、器具及び備品　　　２年～15年

　なお、見積耐用年数、残存価額及び減価償却方法は、各年度末に見直しを行
い、変更があった場合は、会計上の見積りの変更として将来に向かって適用して
おります。

（ⅱ）無形資産
　個別に取得した無形資産は、当初認識時に取得原価で測定されます。
　当社グループは、個別に取得した仕掛中の研究開発投資を、以下の認識要件を
満たした場合に資産として認識しております。

・将来の経済的便益をもたらす蓋然性が高いこと
・取得原価について信頼性をもって測定できること

　他社から仕掛中の研究開発投資を取得する際の支出（契約一時金及びマイルス
トン）は、上記の認識要件を満たしているため、無形資産として認識しておりま
す。仕掛中の研究開発投資は、規制当局からの販売承認が得られ使用可能となっ
た時点で販売権に振り替え、その見積耐用年数にわたって定額法で償却します。
見積耐用年数は、関連する特許権の法的保護期間などを考慮したキャッシュ・フ
ローの予測期間に基づいて決定します。
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　内部発生の研究費用は発生時に費用として認識しております。内部発生の開発
費用は、資産として認識するための基準がすべて満たされた場合に限り無形資産
として認識しておりますが、臨床試験の費用等、規制当局からの販売承認を得る
までに発生する内部発生の開発費は、開発に関連する不確実性の要素等を伴い資
産計上基準を満たさないと考えられるため、発生時に費用として認識しておりま
す。
　仕掛中の研究開発投資として計上された無形資産以外の無形資産は、当初認識
後の測定は原価モデルを採用しており、それぞれの見積耐用年数にわたって定額
法で償却され、取得原価から償却累計額及び減損損失累計額を控除した価額で表
示しております。
　主要な無形資産の見積耐用年数は以下のとおりであります。

・ソフトウエア　　　５年
・特許実施権　　　  19年

　なお、見積耐用年数、残存価額及び償却方法は、各年度末に見直しを行い、変
更があった場合は、会計上の見積りの変更として将来に向かって適用しておりま
す。

（ⅲ）使用権資産
　使用権資産は、リース負債の当初測定額から当初直接コスト、リース・インセ
ンティブ等を調整し、契約に基づき要求される原状回復義務等のコストを加えた
額で当初測定し、リース期間又は使用権資産の耐用年数のいずれか短い方の期間
にわたり定額法により減価償却を行っております。
　当社グループは、リース期間が12ヶ月以内の短期リース及び少額資産リース
について、使用権資産及びリース負債を認識しないことを選択し、これらのリー
スに係るリース料をリース期間にわたり定額法により費用として認識しておりま
す。

③　引当金の計上基準
　引当金は、過去の事象の結果として、当社グループが、現在の法的又は推定的債
務を有しており、当該債務を決済するために経済的資源の流出が生じる可能性が高
く、当該債務の金額について信頼性のある見積りができる場合に認識しておりま
す。貨幣の時間的価値が重要な場合には、見積将来キャッシュ・フローを貨幣の時
間的価値及び当該負債に特有のリスクを反映した税引前の利率を用いて現在価値に
割引いております。時の経過に伴う割引額の割戻しは金融費用として認識しており
ます。
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④　収益の計上基準
　当社グループは、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しておりま
す。

ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に収益を認識する

　当社グループは、医薬品事業において実施許諾契約等に基づく契約一時金及びマ
イルストン収入を収益として認識しております。医薬品事業における実施許諾契約
等に基づく契約一時金及びマイルストン収入については、契約における履行義務が
一時点で充足される場合には、対価として受領した契約時の一時金及びマイルスト
ン収入を一時点で収益として認識しております。一方、履行義務が一定期間にわた
り充足される場合には、当該対価を契約負債として計上し、個々の契約ごとに決定
した進捗度の測定方法に基づき実施許諾契約期間等の一定期間にわたって収益とし
て認識しております。なお、マイルストン収入は、事後に重大な戻入れが生じる可
能性を考慮し、契約上定められたマイルストンが達成された時点から収益として認
識しております。
　実施許諾契約における対価は、マイルストン達成時の契約に基づく合意時点から
主として１年以内に受領しております。

⑤　外貨の換算基準
（ⅰ）外貨建取引

　外貨建取引は、取引日の為替レート、又はそれに近似するレートにより当社グ
ループの各社の機能通貨に換算しております。
　期末日における外貨建貨幣性資産及び負債は、期末日の為替レートで機能通貨
に換算しております。
　公正価値で測定される外貨建非貨幣性資産及び負債は、当該公正価値の算定日
における為替レートで機能通貨に換算しております。
　換算又は決済により生じる換算差額は、純損益として認識しております。ただ
し、その他の包括利益を通じて測定される金融資産については、その他の包括利
益として認識しております。

（ⅱ）在外営業活動体の財務諸表
　在外営業活動体の資産及び負債については期末日の為替レート、収益及び費用
については平均為替レートを用いて日本円に換算しております。在外営業活動体
の財務諸表の換算から生じる換算差額は、その他の包括利益として認識しており
ます。在外営業活動体の換算差額は、在外営業活動体が処分された期間に純損益
として認識されます。
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⑥　その他連結計算書類作成のための重要な事項
Saisei Bioventures, L.P.に関する重要な会計方針
(a) 当社によるSaisei Bioventures, L.P.の連結

　当社は、Saisei Bioventures, L.P.（以下「Saiseiファンド」という。）を以
下の理由により連結しています。
　当社は、ゼネラル・パートナーであるSaisei Capital Ltd.（当社連結子会
社）を通じて、Saiseiファンドの投資の意思決定を行い、Saiseiファンドに対
するパワーを有しています。また、Saisei Capital Ltd.が成功報酬を受け取
り、当社はリミテッド・パートナーに帰属する投資成果に応じた配分をリター
ンとして受け取ります。当社はSaiseiファンドに対するパワーを通じ、当該リ
ターンに影響を及ぼす能力を有していることからSaiseiファンドに対しIFRS第
10号「連結財務諸表」に基づく支配力を有しています。
　なお、Saiseiファンドから支払われるSaisei Capital Ltd.への管理報酬及び
成功報酬等は内部取引として連結上消去しています。

(b) Saiseiファンドに対するリミテッド・パートナーの出資持分
　Saiseiファンドは、出資する各リミテッド・パートナーに対して資金拠出の
要請（以下「キャピタル・コール」という。）を行います。
（イ）当社以外のリミテッド・パートナーの出資持分

　Saiseiファンドは、リミテッド・パートナーシップ・アグリーメントに
おいて存続期間が予め定められており、Saiseiファンドに出資する当社以
外のリミテッド・パートナー（以下「外部投資家」という。）が保有する
Saiseiファンドに対する持分は、分配及び払戻しされることが明記されて
います。
　このため、連結財政状態計算書上「Saiseiファンドにおける外部投資家
持分」として負債に計上し、「償却原価で測定する金融負債」に分類して
います。
　「Saiseiファンドにおける外部投資家持分」は、キャピタル・コールに
基づく外部投資家からの払込、外部投資家への分配・払戻し、Saiseiファ
ンドの業績により変動します。
　このうち、業績による変動は、連結損益計算書上、「金融収益」または
「金融費用」として表示しています。

（ロ）当社の出資持分
　リミテッド・パートナーとしての当社のSaiseiファンドへの出資は、連
結上消去しています。
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有形固定資産 599百万円
使用権資産 484百万円

現金及び現金同等物 650百万円

社債及び借入金 1,000百万円

受取利息 1百万円
有価証券評価益 162百万円
デリバティブ評価益 183百万円

２．会計上の見積りに関する注記
　会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目で
あって、翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるもの
は、次のとおりであります。

仕掛中の研究開発投資の評価
①　当連結会計年度に係る連結計算書類における計上額：仕掛中の研究開発投資　　

3,930百万円

②　会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
　仕掛中の研究開発投資は未だ使用可能でない無形資産であり、年次又は減損の兆
候がある場合にはその都度、減損テストを実施しております。
　回収可能価額は、見積将来キャッシュ・フローを基礎とした使用価値としており
ます。
　使用価値の算定における主要な仮定は規制当局からの販売承認を得る可能性、製
品の販売計画、割引率等です。
　これらの見積りに使用した仮定に変化が生じた場合、翌連結会計年度の連結計算
書類において無形資産の金額に影響を与える可能性があります。

３．連結財政状態計算書に関する注記
⑴　減価償却累計額

⑵　担保に供している資産及び担保に係る債務は次のとおりであります。
担保に供している資産

担保に係る債務

４．連結損益計算書に関する注記
金融収益及び金融費用の内訳
①　金融収益
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支払利息 44百万円
社債利息 375百万円
デリバティブ評価損 53百万円
Saiseiファンドにおける外部投資家持分への損益振替額 18百万円
その他 11百万円

株式の種類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
の株式数

普 通 株 式 55,147,900株 8,056,300株 －株 63,204,200株

普通株式 2,070,100株

②　金融費用

５．連結持分変動計算書に関する注記
⑴　発行済株式の種類及び総数に関する事項

（注）普通株式の発行済株式総数の増加8,056,300株は、第三者割当による新株の発行に
よるもの301,300株、新株予約権の行使によるもの7,755,000株であります。

⑵　当連結会計年度末における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないもの
を除く）の目的となる株式の種類及び数

６．金融商品に関する注記
⑴　財務上のリスク管理

　当社グループは、経営活動を行う過程において、財務上のリスク（信用リスク・流
動性リスク・為替リスク・金利リスク・市場価格の変動リスク）に晒されており、当
該財務上のリスクを軽減するために、一定の方針に基づきリスク管理を行っておりま
す。当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達につい
ては増資、社債発行、及び金融機関からの借入などによる方針であります。デリバテ
ィブ取引は為替変動リスクの回避のために利用しており、投機的な取引は行わない方
針であります。
①　信用リスク管理

　信用リスクは、保有する金融資産の相手先が契約上の債務に関して債務不履行に
なり、当社グループに財務上の損失を発生させるリスクであります。信用リスク
は、主に当社グループの顧客に対する債権から生じます。
　当社グループは、与信管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行
うとともに、主な取引先の信用状況を定期的に把握する体制としております。

②　流動性リスク管理
　流動性リスクは、当社グループが期限の到来した金融負債の返済義務を履行する
にあたり、支払期日にその支払を実行できなくなるリスクであります。
　当社グループは、年間予算に基づく資金計画を適時に作成・更新し、借入金及び
社債の返済のための資金を計画的に確保することで流動性リスクを管理しておりま
す。
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③　為替リスク管理
　当社グループの債権債務の一部は外貨建であり、主に米ドル建残高であります。
　当社グループは、定期的に為替相場を把握し為替リスクを管理しております。

④　金利リスク管理
　当社グループは、変動金利による借入を行っているため金利の変動リスクに晒さ
れております。
　当社グループは、年間予算に基づく資金計画を適時に作成・更新し、借入金の返
済及び金利の支払のための資金を計画的に確保することで金利リスクを管理してお
ります。

⑤　市場価格の変動リスク管理
　当社グループは、資本性金融商品（株式）から生じる株価の変動リスクに晒され
ております。
　当社グループは、定期的に時価や投資先の財務状況等を把握し、投資先との関係
を勘案して、保有状況を継続的に見直すことで市場リスクを管理しております。

⑵　金融商品の公正価値に関する事項
　公正価値で測定される金融商品について、測定に用いたインプットの観察可能性及
び重要性に応じた公正価値測定額を、レベル１からレベル３まで分類しております。

レベル１：活発な市場における同一の資産又は負債の市場価格（無調整）
レベル２：レベル１以外の、観察可能な価格を直接又は間接的に使用して算出され

た公正価値
レベル３：観察不能なインプットを含む評価技法から算出された公正価値

①　公正価値の算定方法
　金融商品の公正価値の算定方法は以下のとおりであります。

（現金及び現金同等物、営業債権及びその他の債権、営業債務及びその他の債務）
　短期間で決済されるため、公正価値は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿
価額によっております。

（Saiseiファンドにおける外部投資家持分）
　Saiseiファンドにおける外部投資家持分については、当該帳簿価額を同ファンド
を清算したと仮定した場合の外部投資家に帰属する持分の金額としており、公正価
値は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
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（その他の金融資産、その他の金融負債）
　上場株式の公正価値については、期末日の市場価格によって算定しております。
　新株予約権の公正価値については、株式の市場価格、ヒストリカル・ボラティリ
ティ等を考慮したブラック・ショールズモデルを用いて算定し、その他の金融資産
として表示しております。
　非上場株式の公正価値については、直近の取引価格に基づく評価技法により測定
しております。
　敷金及び保証金については、合理的に見積もった返還予定時期に基づき、その将
来キャッシュ・フローをリスクフリーレートで割り引いた現在価値によっておりま
す。
　一部の転換社債型新株予約権付社債の新株予約権相当額及び新株予約権（行使価
額修正条項付）については、株式の市場価格、ヒストリカル・ボラティリティ等を
考慮したモンテカルロ・シミュレーションを用いて算定し、その他の金融負債とし
て表示しております。
　その他の金融負債（デリバティブを除く）については、当社グループが新規に同
様の条件で借入を行う場合の利子率を使用した割引キャッシュ・フロー法により算
定しております。

（社債及び借入金）
　社債については、当社グループが新規に同様の条件で借入を行う場合の利子率を
使用した割引キャッシュ・フロー法により算定しております。
　全ての借入金は変動金利であり、短期間で市場金利を反映し、時価は帳簿価額に
近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。
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帳簿価額
（百万円）

公正価値
（百万円）

資産：

償却原価で測定する金融資産

その他の金融資産

敷金及び保証金 142 142

合計 142 142

負債：

償却原価で測定する金融負債

社債及び借入金

社債 3,887 3,930

借入金 3,000 3,000
その他の金融負債
（デリバティブを除く）

250 220

合計 7,137 7,150

②　償却原価で測定される金融商品
　償却原価で測定される金融商品の帳簿価額と公正価値は以下のとおりでありま
す。

（注）社債及び借入金、その他の金融負債（デリバティブを除く）の公正価値はレベル２
に分類しております。
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レベル１
（百万円）

レベル２
（百万円）

レベル３
（百万円）

合計
（百万円）

資産：
純損益を通じて公正価値
で測定する金融資産

その他の金融資産

デリバティブ － － 0 0

資本性金融商品 － － 1,263 1,263
その他の包括利益を通じ
て公正価値で測定する金
融資産

その他の金融資産

資本性金融商品 73 － － 73

合計 73 － 1,263 1,336

負債：
純損益を通じて公正価値
で測定する金融負債

その他の金融負債

デリバティブ － － 1 1

合計 － － 1 1

③　公正価値で測定される金融商品
　公正価値で測定される金融商品の公正価値ヒエラルキーは以下のとおりでありま
す。

　公正価値ヒエラルキーのレベル間の振替は、振替を生じさせた事象又は状況の変
化が生じた日に認識しております。公正価値レベル１とレベル２の間の重要な振替
は行われておりません。
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当連結会計年度
（百万円）

資産：

期首残高 491

利得及び損失合計

純損益に含まれている利得及び損失（注） 109

取得 605

その他 58

期末残高 1,263
報告期間末に保有している資産について純損益に
計上された当期の未実現損益の変動 109

④　レベル３に分類された金融商品の公正価値測定に関する情報
　レベル３に分類された金融商品の評価技法及び重要な観察可能でないインプット
は以下のとおりであります。
　純損益を通じて公正価値で測定する金融資産のうち、デリバティブは当社グルー
プが保有する新株予約権であり、株式の市場価格、ヒストリカル・ボラティリティ
等を考慮したブラック・ショールズモデルを用いて算定しております。重要な観察
可能でないインプットはヒストリカル・ボラティリティ（当連結会計年度
120.6％）であり、ヒストリカル・ボラティリティが上昇（下落）した場合、公正
価値は増加（減少）します。また、資本性金融商品は非上場株式であり、直近の取
引価格に基づく評価技法により公正価値を算定しております。
　純損益を通じて公正価値で測定する金融負債は新株予約権（行使価額修正条項
付）であり、株式の市場価格、ヒストリカル・ボラティリティ等を考慮したモンテ
カルロ・シミュレーションを用いて公正価値を算定しております。重要な観察可能
でないインプットはヒストリカル・ボラティリティ（当連結会計年度71.7％）であ
り、ヒストリカル・ボラティリティが上昇（下落）した場合、公正価値は増加（減
少）します。
　レベル３の金融商品に係る公正価値の測定は、関連する社内規程に従い実施して
おります。公正価値の測定に際しては、対象となる金融商品の性質、特徴及びリス
クを最も適切に反映できる評価技法及びインプットを用いております。

⑤　レベル３に分類された金融商品の期首残高から期末残高への調整表
　レベル３に分類された金融商品の期首から期末までの変動は以下のとおりであり
ます。
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連結注記表

当連結会計年度
（百万円）

負債：

期首残高 183

利得及び損失合計

純損益に含まれている利得及び損失（注） △183

発行 14

行使 △13

期末残高 1
報告期間末に保有している負債について純損益に
計上された当期の未実現損益の変動 △183

当連結会計年度
（百万円）

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

その他の金融資産

デリバティブ

期首残高 262

期末残高 262

（注）純損益に含まれている利得及び損失は、決算日時点の純損益を通じて公正価値で測
定する金融資産及び金融負債に関するものであります。この利得及び損失は連結損
益計算書の金融収益及び金融費用に含まれております。

⑥　当初認識時点の公正価値と取引価格の差額
　活発な市場で取引されていない以下のデリバティブは米国Athersys, Inc.（以下
「アサシス社」という。）の新株予約権であり、①及び④に記載のとおり、公正価
値をブラック・ショールズモデルを用いて算定しております。
　新株予約権の取引価格はアサシス社との他の取引条件を考慮して決定されてお
り、上記の評価技法を用いて算定された当初認識時における公正価値と取引価格に
差異が生じております。
　期首及び期末において純損益に認識されていない差異の総額及び当該差異残高の
変動の調整は以下のとおりであります。
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当連結会計年度
（百万円）

契約一時金及びマイルストン収入 80

その他 10

合計 90

当連結会計年度

期首残高
（百万円）

期末残高
（百万円）

顧客との契約から生じた債権 － 46

契約負債 479 451

７．収益認識に関する注記
⑴　収益の分解

　収益の内訳は以下のとおりであります。

　契約一時金及びマイルストン収入の内訳は、再生医療に関する実施許諾契約等に基
づく契約一時金及びマイルストン収入であります。

⑵　契約残高
　契約残高の内訳は、以下のとおりであります。

　顧客との契約から生じた債権は、連結財政状態計算書の営業債権及びその他の債権
に、契約負債は、その他の流動負債及びその他の非流動負債に含まれております。
　契約負債は、主に契約に基づくマイルストン収入として受領した顧客からの前受金
です。
　契約負債の期首残高のうち認識した収益の額は、当連結会計年度27百万円であり
ます。
　当連結会計年度において、過去の期間に充足された（又は部分的に充足された）履
行義務に関して認識した収益の金額に重要性はありません。
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当連結会計年度
（百万円）

１年以内 27

１年超５年以内 109

５年超 315

合計 451

１株当たり親会社所有者帰属持分 69.33円

基本的１株当たり当期損失（△） △90.67円

⑶　残存履行義務に配分した取引価格
　残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は以下の
とおりであります。
　なお、当社グループはIFRS第15号第121項の実務上の便法を適用し、当初の予想
契約期間が１年以内の残存履行義務に関する情報は開示していません。

８．１株当たり情報に関する注記

９．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書

(2022年 1 月 1 日から
2022年12月31日まで)

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金 そ の 他
資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 計

そ の 他
利 益 剰 余 金 利 益 剰 余 金

合 計繰 越
利 益 剰 余 金

当 期 首 残 高 6,179 6,178 － 6,178 △5,473 △5,473
会計方針の変更による
累 積 的 影 響 額 △479 △479

会計方針の変更を反映した
当 期 首 残 高 6,179 6,178 － 6,178 △5,952 △5,952

当 期 変 動 額
減 資 △2,736 △2,736 5,473 2,736
欠 損 補 填 △5,473 △5,473 5,473 5,473
新 株 の 発 行 1,124 1,124 1,124
当 期 純 損 失 （ △ ） △8,414 △8,414
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 △1,613 △1,613 － △1,613 △2,941 △2,941
当 期 末 残 高 4,566 4,565 － 4,565 △8,893 △8,893

株 主 資 本 評価・換算差額等
新 株 予 約 権 純 資 産 合 計

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等
合 計

当 期 首 残 高 △1 6,883 △1,430 △1,430 370 5,824
会計方針の変更による
累 積 的 影 響 額 △479 △479

会計方針の変更を反映した
当 期 首 残 高 △1 6,404 △1,430 △1,430 370 5,345

当 期 変 動 額
減 資 － －
欠 損 補 填 － －
新 株 の 発 行 2,247 2,247
当 期 純 損 失 （ △ ） △8,414 △8,414
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 1,415 1,415 240 1,655

当 期 変 動 額 合 計 － △6,167 1,415 1,415 240 △4,512
当 期 末 残 高 △1 237 △15 △15 611 833

株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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個別注記表

個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　有価証券の評価基準及び評価方法
①　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法によ
り処理し、売却原価は移動平均法により算
定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

②　関係会社株式及び関係会社出資金 移動平均法による原価法
なお、投資事業有限責任組合及びそれに類
する組合等への出資については、組合契約
等に規定される決算報告日に応じて入手可
能な最近の決算書を基礎として、持分相当
額を純額で取り込む方法によっておりま
す。

⑵　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産 定率法を採用しております。ただし2016

年４月１日以後に取得した建物附属設備に
ついては、定額法を採用しております。な
お、主な耐用年数は以下のとおりでありま
す。
また、定期賃貸借契約による建物上の建物
附属設備につきましては、定期賃貸借期間
を耐用年数とした定率法によって償却して
おります。
建物　　　　　　　　　　８年～18年
工具、器具及び備品　　　２年～15年

②　無形固定資産 定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについて
は、社内における利用可能期間（５年）に
基づいております。
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⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸倒
懸念債権等特定の債権については、個別に
回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計
上しております。なお、当事業年度末にお
ける残高はありません。

②　賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に備え
るため、賞与支給見込額のうち当事業年度
に負担すべき額を計上しております。

③　役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に備える
ため、支給見込額を計上しております。

⑷　収益及び費用の計上基準
当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：企業が履行義務の充足時に収益を認識する

　当社は、医薬品事業において実施許諾契約等に基づく契約一時金及びマイルストン
収入を収益として認識しております。医薬品事業における実施許諾契約等に基づく契
約一時金及びマイルストン収入については、契約における履行義務が一時点で充足さ
れる場合には、対価として受領した契約時の一時金及びマイルストン収入を一時点で
収益として認識しております。一方、履行義務が一定期間にわたり充足される場合に
は、当該対価を契約負債として計上し、個々の契約ごとに決定した進捗度の測定方法
に基づき実施許諾契約期間等の一定期間にわたって収益として認識しております。な
お、マイルストン収入は、事後に重大な戻入れが生じる可能性を考慮し、契約上定め
られたマイルストンが達成された時点から収益として認識しております。
　実施許諾契約における対価は、マイルストン達成時の契約に基づく合意時点から主
として１年以内に受領しております。

⑸　その他計算書類作成のための基本となる事項
①　繰延資産の処理方法

株式交付費 株式交付費は、支出時に全額費用処理して
おります。

新株予約権発行費 新株予約権発行費は、支出時に全額費用処
理しております。
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②　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替
相場により円貨に換算し、換算差額は損益
として処理しております。

２．会計方針の変更に関する注記
（収益認識に関する会計基準等の適用）
　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下
「収益認識会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサ
ービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込ま
れる金額で収益を認識することといたしました。これにより、実施許諾契約等に基づく
契約一時金及びマイルストン収入について、従来は一括して収益を認識していました
が、一定期間にわたり履行義務が充足される契約に係るものについては個々の契約ごと
に決定した進捗度の測定方法に基づき実施許諾契約期間等の一定期間にわたり収益を認
識する方法に変更しております。
　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定め
る経過的な取扱いに従っており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用
した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の繰越利益剰余金に加減し、当該期首残
高から新たな会計方針を適用しております。
　この結果、収益認識会計基準等の適用を行う前と比べて、当事業年度の貸借対照表
は、流動負債の契約負債が27百万円増加し、固定負債の契約負債が424百万円増加し
ております。当事業年度の損益計算書は、売上高が27百万円増加し、営業損失、経常
損失及び税引前当期純損失はそれぞれ27百万円減少しております。
　当事業年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、株主資本等変動
計算書の繰越利益剰余金の期首残高は479百万円減少しております。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)
　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時
価算定会計基準」という。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第
19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号2019年７月４日）第
44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計
方針を、将来にわたって適用することとしております。これにより、計算書類に与える
影響はありません。
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定期預金 650百万円

１年内返済予定の長期借入金 1,000百万円

株式の種類 当事業年度
期首の株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
期末の株式数

普 通 株 式 276株 －株 －株 276株

繰越欠損金 7,921百万円
棚卸資産 206
前払費用 571
無形固定資産 363
投資有価証券評価損 932
契約負債 138
その他 452

繰延税金資産小計 10,584
評価性引当額 △10,584
繰延税金資産合計 －

資産除去費用 △15百万円
繰延税金負債合計 △15
繰延税金負債の純額 △15

３．貸借対照表に関する注記
　　担保に供している資産及び担保に係る債務は次のとおりであります。

担保に供している資産

担保に係る債務

４．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び株式数に関する事項

５．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

繰延税金負債
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種類 会社等の名称
又は氏名

議決権等の
所有(被所有)
割合（％）

関連当事者との
関係 取引内容 取引金額

（百万円）

子会社 Saisei 
Bioventures, L.P.

（所有）
直接 30.3

リミテッド・パート
ナーとしての出資 出資の引受け 202

種類
会社等の
名称又は

氏名

事業の
内容又は

職業

議決権等の
所有(被所有)
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(百万円) 科目 期末残高

(百万円)

役員 ポール・
ブレズギー

当社社外
取締役 － コンサルテ

ィング契約

コンサル
ティング
料の支払

42 － －

１株当たり純資産 3.52円

１株当たり当期純損失（△） △147.59円

６．関連当事者との取引に関する注記
（関連会社等）

（注）キャピタル・コールに基づく資金の拠出になります。

（役員及び個人主要株主等）

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等
　　　業務内容を勘案し、両者の協議により決定しております。

７．収益認識に関する注記
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「１．重要な会計
方針に係る事項に関する注記　⑷　収益及び費用の計上基準」に記載のとおりでありま
す。

８．１株当たり情報に関する注記

９．重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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